
平成24年９月橋本市議会定例会会議録（第３号）その６ 

平成24年９月11日（火） 

                                           

                                        

○議長（井上勝彦君）順番12、５番 森下君。 ○企画部長（森口清隆君）ネーミングライツ

（施設命名権）の導入についてお答えします。 〔５番（森下伸吾君）登壇〕 

○５番（森下伸吾君）ただ今議長のお許しを

いただきましたので、通告に従い一般質問を

行わせていただきます。 

 ご承知のとおり、ネーミングライツとは、

スポンサー企業の企業名や製品名などのブラ

ンド名を施設などに名づけることのできる権

利をいい、公共施設では、2003年（平成15年）

に当時の東京スタジアム（現・味の素スタジ

アム）に初めて導入されてから、文化・スポ

ーツ施設を中心に広がりを見せている制度で

す。県内におきましても、有田市が2007年（平

成19年）に有田市民球場のネーミングライツ

を株式会社松源と10年間で600万円の契約を

しています。 

 今回の一般質問としまして、税だけじゃな

く市財産を活用して歳入確保についてお聞き

いたします。 

 有料広告については、これまでも先輩議員

が一般質問されておりますが、私は少し角度

を変えて質問をさせていただきます。 

 本市では、税以外の財源確保として、「市報

はしもと」や市ホームページのバナー広告の

掲載などが行われております。厳しい財政状

況の中、歳出の削減だけでなく行革推進の考

え方から積極的に市財産を活用して歳入確保

をすべきと考え、以下の質問をいたします。 

 近年、ネーミングライツが特に公共施設に

広がっている背景には、施設の老朽化などに

よる維持管理経費の増加と、本来それに充て

るべき施設利用料が利用者の減少などにより

確保できないといったことがあり、歳出面・

歳入面の二面的な問題を民間企業等への施設

命名権売却による収入と目新しいネーミング

などによる利用者の確保で解消しようとする

考えがあり、本市としましても、行政改革、

特に資産・債務改革のための施策としては非

常に有効であると考えています。 

 １．橋本市運動公園などの施設にネーミン

グライツ（施設命名権）を導入できないです

か。 

 ２．玄関マットの広告掲載など、他市でも

実績があり、現在の本市の体制でも無理なく

実施できると思われる広告事業を導入できな

いですか。 

 ３．新たに完成する保健福祉センターに設

置する自動販売機の事業者を入札で募集でき

ないですか。 

 しかしながら、一方で、ネーミングライツ

導入により、施設の名称が契約企業の不祥事

などにより短期間に変更されてしまうケース

や、地区名などが入った施設名が企業名等に

変更されたことで場所の特定がしづらくなる

などのデメリットも報告されています。本市

としましては、これらのメリット・デメリッ

トを十分把握・分析した上で導入について今

後検討してまいりたいと思いますので、ご理

解のほどよろしくお願いします。 

 以上のことをお聞きしまして、私の第１回

目の質問といたします。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君の市財産

の活用による歳入確保に関する質問に対する

答弁を求めます。 

 企画部長。 

〔企画部長（森口清隆君）登壇〕 
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 続きまして、２点目の広告事業の導入につ

いてのご質問にお答えします。 

 本市の有料広告事業については、「広報はし

もと」は平成18年１月から、市ホームページ

は平成18年10月から実施しております。これ

は、平成18年度から平成22年度までの計画で

ある「橋本市集中改革プラン」にも位置づけ、

行政改革及び財政健全化の観点から実施し、

一定の収入を得ています。 

 さらに、「橋本市集中改革プラン」の後継計

画である平成23年度から平成27年度が計画期

間の「橋本市行政改革推進計画」においては、

実施要綱を制定し、市の資産を広告媒体とし

て活用することとしています。 

 このことから、本年６月に「橋本市有料広

告掲載要綱」を全部改正し、市の広報印刷物、

ホームページ、玄関マットなど市の財産すべ

てについて有料広告を掲載し、民間企業等と

の協働により市の新たな財源を確保するとと

もに、市民サービスの向上及び地域経済の活

性化を図ることができるようになりました。 

 また、要綱制定と同時に詳細な広告基準を

設け、掲載可能な広告についての判断を明確

化するとともに、募集にあたり必要な要綱の

ひな形を作成して、各部署で所有する広告媒

体への事業導入を簡素化しております。そし

て、現在、事業実施に向け、庁内説明会を開

催し、事業の目的や効果など意思統一を図っ

ている段階です。 

 今後、広告事業をできるだけ多くの媒体で

実施するために事業促進に努めていきたいと

考えております。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（北山茂樹君）登壇〕 

○健康福祉部長（北山茂樹君）保健福祉セン

ターに設置する自動販売機についてのご質問

にお答えします。 

 保健福祉センターにおいて３台の自動販売

機の設置を計画しております。当施設におき

ましては、不特定多数の利用者があること、

また災害時避難拠点施設としての位置づけか

ら、自動販売機３台のうち２台につきまして

は、市と地震緊急速報装置販売代理店が自動

販売機設置契約を締結し、自動販売機を設置

する条件で地震速報機器の設置を市の負担な

しで施工することになります。 

 現在、本市において同システムを活用し、

庁舎、教育文化会館、県立体育館に同緊急地

震速報装置を設置しています。近隣では、九

度山町、かつらぎ町でも導入されています。 

 なお、契約の形としましては、保守を含む

５年間の無償リース契約で、自動販売機の販

売手数料として市に15％、赤い羽根共同募金

会支援として３％が事業者から振り込まれる

条件で検討を進めています。 

 残り１台につきましては、障害者自立支援

の観点から市内の福祉団体との契約を検討し

ております。 

 また、３台の自動販売機につきましては、

災害時には無料で飲料を提供できる災害ベン

ダー対応の導入を検討しています。 

 以上のことから、保健福祉センター内にお

ける自動販売機については、入札の実施を予

定しておりませんので、ご理解をお願いしま

す。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君、再質問

ありますか。 

 ５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

それでは、ご答弁をいただきましたので、再

質問をさせていただきます。 

 まず、一つ目のネーミングライツ（命名権）

についてでございますが、導入について今後

検討していただけるということであります。

ネーミングライツといいますと、どうしても、

先ほど例に挙げていただいたように、大都市
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の大規模集客施設が多くあります。先ほどあ

りましたように、味の素スタジアムもそうで

すし、横浜の国際競技場は、日産自動車と契

約しまして日産スタジアムと名前が変わって

おります。那覇市の那覇市営野球場などは沖

縄セルラーと３年間の契約で年額1,200万円

の契約で沖縄セルラーパーク那覇と、今、名

前が変わっております。もう少し規模が小さ

いところでしたら、香川県の東かがわ市など

では、とらまるてぶくろ体育館と、そういっ

た企業の名前がついた施設が今多く現れてお

ります。 

 そういった大きな施設だけではなしに、ネ

ーミングライツ、いろいろな考え方が今出て

きております。といいますのも、施設だけで

はなしに、静岡県の磐田市では、ショッピン

グセンターの前の市道を年額30万円でネーミ

ングライツで出しまして、不動産会社と契約

を結んでららぽーと通りという名前をつけた

り、同じ磐田市では観光バス会社の桜交通と

いうところと契約を結んで、年額42万円でさ

くら交通通りというような名前もつけている

ということであります。どうしてもネーミン

グライツ、大きな施設だけが対象だという概

念があるんですが、私もそうですけども、こ

の辺の概念は変えなければならないんじゃな

いかなというふうに思いました。 

 しかしながら、この橋本市でネーミングラ

イツでやはり可能性があるのは、橋本市の運

動公園が一番あるんじゃないかなというふう

に私は考えています。和歌山にとってはあり

がたいことに、2015年に紀の国わかやま国体

も開催されますし、全国から多くの方々、選

手とか保護者の方々が応援に、また試合に駆

けつけます。ですので、そういった試合をし

た選手にとっては、その競技場で試合をした

というのは一生心にも残りますし、十分宣伝

効果があるというふうにも思いますが、この

あたり、私もどうかなというところもあるん

ですが、ネーミングライツ、可能性はないこ

とはない、宣伝効果がないことはないと思い

ますが、そのあたり、いかがでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）ただ今議員のほう

からお話がありましたように、私どものほう

でもこのネーミングライツにつきましては、

６月の要綱の改正のときに担当課とかなり突

っ込んだ話をいたしました。その中で、先ほ

どデメリットで２点ほど申し上げたんですけ

ども、そのデメリットの中でも気になるのが、

やはり企業名が総合運動公園なりスポーツ施

設につくと、どうしても冠のついた事業を打

つときに抵抗があるというようなことも聞い

てございます。 

 そんな中で、これについてはちょっと検討

をしていく事項であるかなということで、実

際に今回改正をいたしました要綱の中からは

外しております。ほとんどの市有財産につい

て対応できる要綱なんですけれども、このネ

ーミングライツだけは、一旦時期を見てとい

うことで外しております。 

 そんな中で、今議員ご指摘の中で、私もち

ょっと知らんなんですけども、私は文化施

設・スポーツ施設、例えばうちでいうならば

文化会館、市民会館、あとスポーツ関係の各

体育館であるとか、そういう形に考えておっ

たんですけども、道路であるとかというのは、

ちょっと済みません、私、認識不足で存じて

おりませんでした。それらも含めて今後前向

きに検討をしていきたいと、このように考え

ております。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

確かに、市の施設でありますので、そのあた

り、やはり企業名がつくということで難しい

面もあると思います。 

－119－ 



 先ほどありましたように、施設だけではな

しにという話もありましたけども、調べてい

ますとほかにもありまして、神奈川県の藤沢

市では少し変わった取り組みをされていまし

て、藤沢市民まつりに対してスポンサーを募

集するということもやっております。 

 ですので、橋本市も来年、紀の川祭が市民

まつりということでもありますし、そのあた

りの財政面の話も出てくるかと思います。祭

りというものにスポンサーをネーミングライ

ツをつけるということも、これは変わってい

て視点的にはおもしろいんじゃないかなとい

うふうに思うたんですけども。そのあたり、

経済部長、いかがでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）経済部長。 

○経済部長（浦 彰伸君）市民まつりの話が

出てきましたけれども、市民まつりでまだ正

式にそれもネーミングが決まったわけではご

ざいません。何回か検討委員会を始めて、今

後さらに詰めていくという形でやっておるさ

なかでございます。 

 しかしながら、市のいろんなイベントにつ

きましては、いろんな意味合いで協賛金等を

いただいておるのが現状でございます。それ

のあり方の問題も含めて、ネーミングで対応

できるような内容であれば、またそれも含め

て検討していきたいなというふうに考えてお

るのが現状でございますので、いましばらく

猶予いただきたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございまし

た。済みません、急に振りましたので。 

 もちろん市民まつりもそうですし、藤沢市

は市民マラソンなんかもネーミングライツを

していると。橋本市も市民マラソンがありま

すので、そういったことで、可能性はいろい

ろあるというふうにも思います。もちろん全

然次元は違いますが、プロ野球のオールスタ

ーなんかは、すべて冠がついたオールスター。

今年なんかでしたら、自動車のマツダオール

スターゲームという形で名前がついていまし

た。そういうのも一つの考え方じゃないかな

というふうには思いました。 

 こうなることで少しでも市の負担というの

が軽減できればというふうに思いますし、も

ちろん橋本市広告選定委員会で審査が通らな

いと、これは命名されないと思いますし、命

名されれば、また企業の信頼性も高まるとい

うことでありますので、これは一石二鳥じゃ

ないかな、お互いにとってもメリットになる

んじゃないかなというふうにも思いますので、

これはどうかまた前向きに考えていただけれ

ばというふうに思います。 

 次、２点目ですね。玄関マットの。少し小

規模になりますが、玄関マットなども実施に

努めていただけるということでありました。

庁内で説明会も持たれて、各部署に提案され

ていると思うんですが、まだこういうのをし

たいというような提案とか、各部署から上が

ってきたりはしておるんでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）私どものほう、各

課との協議の中では、今現在上がっておりま

すのが、市の発行すると申しますか、封筒な

んですけども、使っておる封筒、これは汎用

の封筒じゃなくして、納税通知書等々を入れ

る封筒には広告を掲載してと考えております。

それと、あと、コミュニティバスの中のつり

革等も、今、担当者と協議をしてございます。 

 今、実際に協議をしておるのはその２点で

ございますが、封筒については、各課、かな

り扱っておる課がたくさんありますので、こ

れはかなりの課が関係するんじゃないかなと、

このように思っております。 

 今のところ具体的に進んでおるのは、封筒、

コミバスなんですけども、あと、ごみ袋なん
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かも当然対象になってくるということになり

ます。 

 この要綱自体が、まず、職員の意識を変え

ていっていただかんと。これはうちの企画の

ほうで大まかな要綱なり、先ほども申しまし

たが、ひな形をつくって各課に配付してござ

います。そしたら、その各課でどういう媒体

があって、そして、それをどのような形で詳

細を決めていくかというのは、これは各課に

考えていただきたいということで、したがい

まして、各課の担当課長、担当者にそういう

積極的な取り組み姿勢を持っていただくとい

うのが一番かなということで、それについて

は私どものほうで周知徹底をして、なるべく

新しい財源の確保に向けて一致団結して行っ

ていきたいと、このように考えております。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

今、各課にも投げていただいているところだ

と思いますが、これも調べておりましたら、

岸和田市が広告収入事業推進ガイドラインと

いうのを平成20年に５月に作成をしておりま

す。これを見ていると、広告事業に関してす

ごくよくまとめられているものなんですけど

も、また、これを参考にしていただいたら。

私も参考にできることが多いなと思うんです

が、ほかの自治体でやっていることで効果を

上げていることというのは、ここにたくさん

書かれております。 

 例えば、先ほどから言いましたように、庁

舎内の壁とか柱とかに広告を出すとか、市民

病院の領収書に出すとか、市民会館の座席カ

バー、公用車の車体、庁内の電話の受話器に

シールをつけるとか。庁内の電話の受話器に

シールをつけて何なのかというんですが、こ

れ、絶対、職員の方というのは電話が鳴って

いたら電話をとるわけで、その受話器に張っ

ておけば、それが必ず目にとまるということ

で、これも結構有効であるということでもあ

ります。 

 こういうふうないろんな案があちこちに載

っておりますので、先ほど部長言われました

ように、各課長からいろいろ言っていただく

のを待つというのもいいことだとは思います

が、こういうのを見つけていただいて、どん

どん課に提案していただくというのはいかが

でしょうか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）うちのほうでもか

なり投げかけている案件はございます。先ほ

ど申しました３件については、今、可能性が

あるということで、来年早々にでも。時期が

ありますので、予算の関係もあります、封筒

等につきましては。その辺でも来年早々にで

もとっかかっていきたいなというようなこと

を考えております。 

 したがいまして、ほかにもうちのほうから

投げかけておるのは数件ございます。そんな

中で、今、議員のご意見を十分に参考にさせ

ていただいて、広く担当課のほうにこういう

ものがあるよということで、うちのほうから

投げかけたいと思いますので、また、ご協力

のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

私も協力できることはどんどんさせていただ

きたいと思います。 

 先ほどのコミバスの話もありますけども、

公用車に関しては、やはり時間帯がはっきり

しないとか、市外に出る車もあって、それに

広告が張れないということが有ると思うんで

すが、コミバスでしたら同じ時間帯で同じ場

所を回っているということですので、広告媒

体としてはすごく効果的じゃないかなという

ふうにも思いました。つり革というお話でし

たので、外でもいいんじゃないかなと思った
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んです。  庁舎内にもいろんな自動販売機がございま

すが、これというのも一応入札といいますか、

そういうのはやっておるんでしょうか。 

 先日、こういう広告事業に取り組んでいる

千葉県の佐倉市というところがありますけど

も、そこのファシリティマネジメントの推進

担当主幹という池澤さんという方の講演を聞

くことがございまして、その方に終わってか

らお話を聞いたんです。同じように佐倉市も

こういうふうな広報媒体、いろいろ出されて

いますので。果たして、例えば玄関マットを

募集して応募があるんですかと聞いたんです。

実はこれも大変応募がありまして、好評です

ということでもありました。玄関マット、踏

まれるところに広告を出すというのはどうな

のかなと私も思ったんですが。絶対、庁内に

入ってきたら足元に、目がそこに行くという

ことですので、来た方は必ずそこを見るので、

広告効果としては絶大ですというふうにも言

われてましたし、壁面ですね、何か書類をも

らうときに待っているところの壁面にも広告

を出されてますが、ここも一般競争入札で３

年契約で約160万円の広告収入があるという

ことも聞きました。ですので、これもやらな

ければゼロですけども、やってみれば効果が

あれば、それはプラスになるわけですので、

やってみる価値はあるんじゃないかなという

ふうに思います。このあたり実施に努めてい

ただけるということですので、そのことを進

めていただければというふうにも思います。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）庁舎１階に１台、

そして、２階に２台、そして、市民会館に１

台ということになっております。２階の２台

については民間なんですけども、ＮＰＯ法人

ですね。減免という形になっております。入

札をやっております。 

 ちなみに、私もちょっとこのご質問で調べ

たんですけども、市民会館につきましては、

23年度で年間90万円ほど収入がございます。

市のほうが35万円、これが１階です。２階の

ほうが、減免という形の中でしておりますの

で、ここは１万円という数字が、決算の中で

調べたらそういう形になってございます。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

自動販売機の設置を入札するというのも、各

自治体、結構取り入れているところもありま

して、置く場所を公募して、そこに置く権利

を入札していただくということがほとんどな

んですけども、先ほど聞いたら、当市は販売

の15％を販売手数料としていただいていると

いう形で。占用もいただいていると。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

 二つ目はそれぐらいにいたしまして、三つ

目です。自動販売機の設置に関してですが、

保健福祉センターといいましたけど、私もこ

れにこだわっているわけではありませんでし

て、新しく設置するところであれば、この入

札制度をどんどんやっていただけるんじゃな

いかなというふうな考えもありまして、新し

くできるとなれば保健福祉センターであるか

ら、そこにまずは一度試してみていただいた

らどうかというふうに思ったんです。 

○総務部長（森川嘉久君）自動販売機に関し

ましては、平成20年に設置管理の要綱を定め

まして、現在いただいておりますのは、使用

料という形で、１㎡未満・１㎡以上という区

切りがございますけども、設置の場所の使用

料をいただいております。 

 それから、電気代がかかりますので、これ

に関しては、メーター設置あるいは電力消費

量から割り出した形ということで実費をいた

だいておりますが、これは市の収入になるわ
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けではございません。 

 それから、手数料でございますけども、こ

れは、先ほど企画部長からご答弁させていた

だきましたように、競争性を持たせまして、

一応、入札ではございませんけども競争して

いただいて、一番高いところに入れていただ

いているという形をとらせていただいており

ます。 

 その中で、先ほどもご説明させていただき

ましたように、福祉関係の就労支援されてい

るＮＰＯがございますので、これはあくまで

もその社会福祉活動の一環でございますので、

減免をさせていただいておるという状況でご

ざいます。実費の電気代はもちろんいただい

ておるんですけども、競争でさせていただい

ている部分についてと使用料については減免

をさせていただいておる状況でございます。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

もちろん、そのＮＰＯ法人にはそういう形で

対応していただいたら結構かと思いますが、

そのほかの自動販売機に関しても、これもひ

とつ資産ということで、活用できるのであれ

ばしっかり活用していただければというふう

にも思います。 

 調べていましたら、これも栃木県の足利市

とかではホームページで自動販売機の設置業

者の公募から入札公募書類とか、あと、入札

結果などを公表しております。こういうのも

はっきりとしていただけましたら、市として

もしっかりと歳入が行われるということがわ

かると思います。 

 本市もホームページ、また来年にはリニュ

ーアルされるということを聞いておりますの

で、また、このあたり、栃木県の足利市の管

財課だったと思いますが、のホームページを

見ていただいたら、すごくよくわかりやすか

ったので、また参考にしていただければと思

います。 

 本当にいろいろ挙げましたけれども、きの

うからのお話もありましたけど、市の財産を

活用して歳入を確保するとか、あとは、老朽

化のインフラの問題とか、すべて、これ、フ

ァシリティマネジメント、施設マネジメント

にかかってくることだと思います。先ほど部

長からの答弁もありましたように、行政改革

推進計画の中でこれを進めていきますという

ことでもありましたので、しっかり、このあ

たりを進めていただきたい。今年23年度から

ということでありますので、５カ年計画をし

っかり立てていただけたらと考えております。 

 先ほど話を出しました千葉県の佐倉市です

けども、ここは資産管理経営室というのを設

けていまして、28名体制で情報収集・整理・

分析を行っております。もちろん兼務であり

ます。先ほどの池澤さんという方も、お話を

聞きましたら、この資産管理経営室と教育委

員会の総務課を兼務されております。こうい

った体制をしっかり立てて、資産管理から施

設経営なんだと、これからはやっていかなあ

かんのやということもおっしゃっていました。 

 ですので、きのうからのお話もありました

ように、公民館の水もれの問題とか、あとは、

市営住宅の問題とか、下水道の問題とか、各

課それぞれで頑張っていただいていると思う

んですが、そういった課を横断するような体

制をしっかりこれから取り組んでいかないと

いけないんじゃないかというふうに思います

ので、この辺の体制を強化するという意味で

は、そのあたり、お考えはいかがでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）私どもでは、財産

管理は管財のほう、そして、経営のほうは企

画経営室という形になってございます。少な

い人数でございます。採用につきましても８

割採用というような形の中で、だんだん職員
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が合併時から100名近く減少しております。そ

の中で、やはり少数精鋭というようなことで

考えるとともに、効率のいい組織というのは、

見直しをかけれるところについてはかけてい

くと、こういう考えでございます。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

これは自治体であれば、どことも必ず襲って

くるといいますか、考えなければならない問

題だと思います。ファシリティマネジメント

を先に取り入れたところがこれから財政的に

も健全化していくんじゃないかなというふう

にも考えております。 

 このあたり、千葉県の佐倉市もそうですし、

神奈川県の秦野市というところも公共施設再

配置推進課という課を設けております。です

ので、それだけ各自治体もここは危機感を持

って取り組んでおります。やはり10年後、20

年後、自分たちの子どもとか孫に大きな負担

を押しつけないためにも、今後こういった資

産管理、施設管理というのは大事になってく

ると思いますので、歳入確保もあわせて我々

もしっかりと取り組んでいかないといけない

というふうに思います。その辺もしっかりお

願いして、私の質問といたします。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）５番 森下君の一般質

問は終わりました。 

 この際、３時40分まで休憩いたします。 

（午後３時19分 休憩） 
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